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AIカメラを活用したスポーツ映像 DX サービス「STADIUM AI」公式サイトを公開 

～「撮る」を資産に。スポーツを、AI で映像資産へ。～ 
 

 
 

株式会社ジェリービーンズグループ（以下「当社」）は、連結子会社である株式会社ジェリ

ービーンズマーケティングラボを運営主体とするスポーツ映像 DXサービス「STADIUM AI

（JELLY BEANS AI SOLUTION）」を正式ローンチし、本日、公式サイトを公開いたしました。 

 

「STADIUM AI」は、株式会社 NTTSportict（以下「NTTSportict」）との業務提携のもと、

AIカメラによるスポーツ映像の自動撮影・配信・分析を通じて、映像として残すことが難し

かった試合や練習を、継続的に活用できる「映像資産」へ変えていくサービスです。公式サ

イトの公開を機に、スポーツチーム、大会・競技団体、施設・スクール、行政・自治体など

からの導入相談を本格的に受け付けてまいります。 

 

■「撮る」を、スポーツの新しい資産へ 

「STADIUM AI」は、AIが競技の動きを捉え、カメラワークを自動化することで、撮影スタ

ッフを配置することなく、本格的なスポーツ映像を記録できるサービスです。撮影した映

像は、ライブ配信やアーカイブ配信に活用できるほか、AIによる自動追尾やオートズー

ム、自動タグ付け、ハイライト生成などを通じて、試合の振り返りやチーム強化、スカウ

ティングにもつなげることができます。 

 

対応競技は、サッカー、バスケットボール、野球、バレーボールをはじめとする 16競技。

常設型と可搬型の機材を用意し、競技や施設、運用方法に合わせた映像環境を構築しま

す。単に試合を「撮る」だけではなく、その映像を残し、届け、活かすことで、一つひと

つのプレーを継続的な価値へ変えていきます。 



 
 

 

■チームから地域まで、広がる活用シーン 

スポーツチームでは、試合や練習の振り返り、選手育成、保護者や OBへの映像共有に。大

会・競技団体では、複数会場の試合配信や視聴機会の拡大、競技映像の蓄積に。施設・ス

クールでは、映像を活用した指導や会員サービスの充実に活用できます。 

 

さらに、行政・自治体との連携を通じて、スポーツ振興、施設の利活用、地域プロモーシ

ョンなど、地域スポーツを起点とする DXにも展開してまいります。 

 
 

■映像を届けるだけでなく、新たな収益機会の創出を目指す 

「STADIUM AI」は、機材の導入・運用に加え、配信視聴、写真販売、広告・スポンサーマ

ッチング、映像分析支援、施設への常設導入などを組み合わせ、映像を継続的な収益につ

なげる仕組みを目指しています。大会やチームが持つ試合映像をメディアとして活用し、

地域企業やナショナルスポンサーとの接点をつくることで、スポーツを支える新たな循環

を生み出します。 

 

導入先ごとに異なる競技環境や運営課題に合わせ、撮影・配信から活用、収益化までを一体

的に設計することが、本サービスの特徴です。映像を一度きりの記録で終わらせず、ファン

とのつながりやスポンサー価値、施設価値を高める「映像資産」として育ててまいります。 

 
  



■NTTSportictとの連携による提供体制 

本サービスは、スポーツ映像配信の技術と実績を有する NTTSportictが撮影・配信の技術

基盤を担い、株式会社ジェリービーンズマーケティングラボが営業、運営、ブランディン

グ、広告マッチング、メディアネットワークの活用を担う体制で提供します。 

 

両社の強みを組み合わせることで、機材の導入だけにとどまらず、運用支援やコンテンツ

活用まで、導入先に寄り添ったサービスを展開します。 

 

■「JELLY BEANS AI SOLUTION」の中核サービスとして 

「STADIUM AI」は、当社グループが展開する AI関連サービス群「JELLY BEANS AI SOLUTION」

の中核を担うサービスです。当社グループは、エッジ AI と生成 AI を軸に、スポーツ、

エンターテインメント、地域 DXの領域で新たな AIソリューションの提供を進めています。 

 

AI音楽生成サービス「Photoroid Music」や画像認識プラットフォームなど、グループ内

外の AIソリューションとの連携も視野に入れ、映像、音楽、データ、メディアを横断する

サービス展開を目指します。スポーツ映像を入口に、当社グループならではの事業シナジ

ーを広げてまいります。 

 
 

■正式ローンチから、次のステージへ 

今後は、公式サイトを起点に導入相談を受け付け、スポーツチーム、大会・競技団体、ス

ポーツ施設・スクール、行政・自治体への提案を進めます。導入実績と運用ノウハウを積

み重ねながら、映像配信の高度化、広告・スポンサー連携、施設常設モデルの拡大を段階

的に推進してまいります。 

 

将来的には、「JELLY BEANS AI SOLUTION」の各サービスとの連携を深め、スポーツの感動

をより多くの人へ届けるとともに、その一試合、その一瞬を未来へ残す、スポーツ映像の

新たな価値創出を目指します。 

 
 

 

  



■公式サイト・お問い合わせ 

公式サイトでは、サービスの特長、対応競技、製品

ラインナップ、活用シーン、料金、導入に関する情

報を紹介しています。 

 

導入をご検討のスポーツチーム、大会・競技団体、

施設・スクール、行政・自治体の皆さまからのご相

談を受け付けています。 

 

公式サイト：https://stadium-ai.com 

 

 

■今後の見通し 

本事業による当社の 2027年１月期の業績に与える影響は精査中です。今後、適時開示の必

要が生じた場合には、速やかに公表いたします。 

 

 
 

以上 


